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部　門 審査結果 タイトル 名　前 所属または住所 学年

絵
　
画

小学生

下学年の部

最優秀賞 たくさんたべて　おおきくなってね 長谷部紗世 日野学園 1

優秀賞 じいちゃんと牛 影山　偉士 日野学園 3

優秀賞 家族で食べるとおいしいな。 長尾　美里 日野学園 ３

小学生

上学年の部

最優秀賞 みんなでバンザイ！ 世垣　　力 日野学園 ６

優秀賞 ハイハイができたよ 長谷部直生 日野学園 ６

中学生の部 最優秀賞 迎え火 長谷川心咲 日野学園 ８

幼児の部 最優秀賞 おにわでとれた　やさい　でペタペタ 吉岡　亜美 ひのっこ保育所 うさぎ組

一般の部
最優秀賞 ひまわりとしゃぼん玉 奥田　美名 野田 ―

優秀賞 はぐくむ 李　　聖美 根雨 ―

作
　
文

小学生

下学年の部

最優秀賞 「家族」 谷内　美月 日野学園 3

優秀賞 かぞくとてにす 長谷部紗世 日野学園 １

優秀賞 おとうさんとやきゅうをしたよ 河津　椋太 日野学園 2

小学生

上学年の部

最優秀賞 わがはいは兄である 長谷部直生 日野学園 6

優秀賞 大切な光兄ちゃん 佐藤　道子 日野学園 4

優秀賞 もっと知りたい二番目のお姉ちゃんのこと 川上　のあ 日野学園 5

中学生の部

最優秀賞 四年ぶりの七人の笑顔 頭本　帆花 日野学園 7

優秀賞 みんなが安全に過ごすために 長谷部夏帆 日野学園 8

優秀賞 感謝 小谷　陽佳 日野学園 9

幼児の部 最優秀賞 でぃずにぃらんど 李　　美陽 ひのっこ保育所 さくら組

写
　
真

小学生

下学年の部

最優秀賞 いとことおやすみ 川上　雪兎 日野学園 3

優秀賞 みんな大すき　トウモロコシ 濵岡　和奏 日野学園 2

優秀賞 あるいたよ 吉岡　美紀 日野学園 1

小学生

上学年の部

最優秀賞 メルヘン 池平　絆佳 日野学園 6

優秀賞 チーズはのびるよ　どこまでも！ 山田　愛莉 日野学園 5

優秀賞 30 分はかかるめいろ 三好　晃太 日野学園 4

中学生の部

最優秀賞 宝 時任ゆずり葉 日野学園 8

優秀賞 まじのメルヘン 池平　龍樹 日野学園 7

優秀賞 陽だまりの縁側で 小谷　陽佳 日野学園 9

一般の部

最優秀賞 チュ～犬 小谷　知佳 上菅 －

優秀賞 ま～イ～カマン！参上 吉岡　真純 野田 －

優秀賞 風紋の中の姉妹 吉岡　正晃 野田 －

各部門入賞者一覧

日野町青少年育成会では、毎月第 3日曜日を『家庭の日』として普及活動に取り組んでいます。
家族をテーマにした作品を募集し、絵画の部に 29点、作文の部に 66点、写真の部に 29点の合計 124 点の
応募がありました。

令和 5年度『家庭の日』作品募集  審査結果
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編集　下榎隣保館
　　　〒 689 － 4526　日野町下榎 157 番地 1
　　　電話：７２－１１９１（FAX 兼）
             E-mail：rinpokan@town.hino.tottori.jp

年に一度の坐禅会【榎の実学習会】

　9 月 13 日、下榎集会所の和室で坐禅会を行い
ました。
　榎の実学習会では、年に一回、泉龍寺の三島道
秀住職の指導のもと、坐禅会をしています。今回
は生徒 1 人が欠席で、８年生 1 人、教員他 2 人、
隣保館職員 2 人の計 5 人が参加しました。
　まず、三島住職のお話を聞き、ご指導いただい
てから坐禅が始まりました。静寂の中、皆が集中
し、鳥の鳴き声、クーラーの音、背後を歩く三島
住職の足音だけが響き渡っていました。体験後に
は、「とても気持ちよかった」「木棒で肩をポンポ
ンと叩かれたかった」「住職の足音が気になった」
など、さまざまな感想がありましたが、共通して
いたのは「体がスッキリした」「気持ちよかった」
ということでした。
　最後に三島住職が、「気分がイライラしたり、
落ち込んだりしたときがあれば、今日のことを思

い出して、坐禅をしてみてください。坐禅をする
と無心になり、嫌なことが受け入れられるように
なります」と話しました。
　今年も、とても気持ちのいい時間の流れを感じ
た 1 時間でした。

▲姿勢を正して、心穏やかに坐禅体験

日時：11月 4日（土）・5日（日）
展示・講演・即売会・バザーなど盛りだくさんです。
皆さん、ぜひご来場ください！
※詳しくは、10月 20 日配布のチラシをご覧ください。

・・・・・・・11月の行事予定・・・・・・・
◆第 46回日野町解放文化祭
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